
在宅医療に関する意識調査

～病院管理者～

【地区別】

17.2%

24.1%

13.8%

10.3%

6.9% 0.0%

27.6%

中央保健センター

北保健センター

中区保健センター

東区保健センター

西保健センター

南保健センター

無回答または無効回答



◆地区別
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 中央保健センター 8 27.6% 27.6%
2 北保健センター 5 17.2% 17.2%
3 中区保健センター 7 24.1% 24.1%
4 東区保健センター 4 13.8% 13.8%
5 西保健センター 3 10.3% 10.3%
6 南保健センター 2 6.9% 6.9%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

《属性等基本情報》

No. カテゴリ 件数 ％（全体）
1 総合病院 5 17.2%
2 DPC対象・準備病院 7 24.1%
3 回復期リハ病院 4 13.8%
4 地域医療支援病院 4 13.8%
5 在宅療養支援病院 2 6.9%
6 一般病院 15 51.7%

サンプル数（％ベース） 29

◆２．病床数はいくつありますか。該当するところの□を✔でチェックしてください。
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 20～99床 8 27.6% 28.6%
2 100～299床 13 44.8% 46.4%
3 300～499床 2 6.9% 7.1%
4 500床～ 5 17.2% 17.9%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

◆１．貴病院の施設種別・機能についてお尋ねします。該当するところの□を✔でチェックしてください。
　　　 （＊複数回答可）
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《在宅に関する評価》

　≪関心≫
　1．在宅医療に関心がある
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 15 51.7% 51.7%
2 少しそう思う 10 34.5% 34.5%
3 あまり思わない 2 6.9% 6.9%
4 思わない 2 6.9% 6.9%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　2．現在の立場で在宅医療への取り組みを増やしたい
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 11 37.9% 37.9%
2 少しそう思う 5 17.2% 17.2%
3 あまり思わない 6 20.7% 20.7%
4 思わない 7 24.1% 24.1%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　≪イメージ≫
　3．在宅医療は十分な医療が提供できない
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 3 10.3% 10.7%
2 少しそう思う 12 41.4% 42.9%
3 あまり思わない 10 34.5% 35.7%
4 思わない 3 10.3% 10.7%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　4．在宅医療は医師の時間的拘束の負担が大きい
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 16 55.2% 55.2%
2 少しそう思う 7 24.1% 24.1%
3 あまり思わない 6 20.7% 20.7%
4 思わない 0 0.0% 0.0%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　5．緩和ケア・在宅看取りへの対応は困難
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 4 13.8% 14.3%
2 少しそう思う 13 44.8% 46.4%
3 あまり思わない 9 31.0% 32.1%
4 思わない 2 6.9% 7.1%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

◆３．病院管理者ご自身がお持ちの在宅医療に対するイメージについて、該当するところの□を✔でチェック
　　　 してください。
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　6．医療安全や医療訴訟の面で不安がある
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 5 17.2% 17.9%
2 少しそう思う 10 34.5% 35.7%
3 あまり思わない 9 31.0% 32.1%
4 思わない 4 13.8% 14.3%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　7．在宅患者に関する連絡や文書作成などは負担が大きい
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 8 27.6% 28.6%
2 少しそう思う 13 44.8% 46.4%
3 あまり思わない 6 20.7% 21.4%
4 思わない 1 3.4% 3.6%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　8．在宅医療は医療機関に診療報酬のメリットが大きい
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 2 6.9% 7.4%
2 少しそう思う 8 27.6% 29.6%
3 あまり思わない 12 41.4% 44.4%
4 思わない 5 17.2% 18.5%

無回答または無効回答 2 6.9%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　9．医療費の患者負担が高い
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 4 13.8% 14.8%
2 少しそう思う 7 24.1% 25.9%
3 あまり思わない 15 51.7% 55.6%
4 思わない 1 3.4% 3.7%

無回答または無効回答 2 6.9%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　10．家族の介護負担は大きい
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 21 72.4% 72.4%
2 少しそう思う 8 27.6% 27.6%
3 あまり思わない 0 0.0% 0.0%
4 思わない 0 0.0% 0.0%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　≪認知≫
　11．在宅医療へ従事する医師の満足感は高い
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 5 17.2% 18.5%
2 少しそう思う 12 41.4% 44.4%
3 あまり思わない 9 31.0% 33.3%
4 思わない 1 3.4% 3.7%

無回答または無効回答 2 6.9%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%
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　12．在宅医療を受ける患者の満足感は高い
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 11 37.9% 39.3%
2 少しそう思う 11 37.9% 39.3%
3 あまり思わない 5 17.2% 17.9%
4 思わない 1 3.4% 3.6%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　13．在宅医療を受ける家族の満足感は高い
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 9 31.0% 32.1%
2 少しそう思う 12 41.4% 42.9%
3 あまり思わない 7 24.1% 25.0%
4 思わない 0 0.0% 0.0%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　14．在宅医療を望む患者は増えている
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 7 24.1% 24.1%
2 少しそう思う 12 41.4% 41.4%
3 あまり思わない 7 24.1% 24.1%
4 思わない 3 10.3% 10.3%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　≪対策≫
　15．.医療依存度の高い患者でも、在宅へ帰す方が望ましい
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 4 13.8% 13.8%
2 少しそう思う 14 48.3% 48.3%
3 あまり思わない 8 27.6% 27.6%
4 思わない 3 10.3% 10.3%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　16．在宅医療をするには複数の医師で分担する必要がある
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 17 58.6% 58.6%
2 少しそう思う 10 34.5% 34.5%
3 あまり思わない 2 6.9% 6.9%
4 思わない 0 0.0% 0.0%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　≪今後≫
　17．今後在宅医療は推進すべき
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 そう思う 13 44.8% 44.8%
2 少しそう思う 12 41.4% 41.4%
3 あまり思わない 3 10.3% 10.3%
4 思わない 1 3.4% 3.4%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%
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《在宅の実施状況》

No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）
1 設置している 23 79.3% 82.1%
2 設置していないが担当者がいる 2 6.9% 7.1%
3 設置していない 3 10.3% 10.7%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）
1 15 51.7% 53.6%
2 7 24.1% 25.0%
3 6 20.7% 21.4%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　1．胃ろう管理
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 8 27.6% 28.6%
2 3 10.3% 10.7%
3 6 20.7% 21.4%
4 11 37.9% 39.3%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　2．人工呼吸器管理
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 16 55.2% 57.1%
2 5 17.2% 17.9%
3 1 3.4% 3.6%
4 6 20.7% 21.4%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　3．口腔内吸引が必須の患者
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 8 27.6% 28.6%
2 5 17.2% 17.9%
3 5 17.2% 17.9%
4 10 34.5% 35.7%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　4．中心静脈栄養
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 13 44.8% 46.4%
2 3 10.3% 10.7%
3 3 10.3% 10.7%
4 9 31.0% 32.1%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

◆４．貴病院には地域医療連携室等（他機関との連携窓口となる部署）の設置がありますか。該当するところの
        □を✔でチェックしてください。

◆５．入院の早期から在宅医又はかかりつけ医と連携していますか。該当するところの□を✔でチェックしてください。

取り組んでいるがルーチン化していない（普通にできるレベル）
既に通常業務になっており、さらに向上を目指している

取り組んだことはない／取り組めない
取り組みはあるが実施は困難（かなり気合が必要なレベル）
取り組んでいるがルーチン化していない（普通にできるレベル）
既に通常業務になっており、さらに向上を目指している

取り組んだことはない／取り組めない
取り組みはあるが実施は困難（かなり気合が必要なレベル）

連携している
連携していない
現在は連携していないが、今後、機会があれば連携していきたい

取り組みはあるが実施は困難（かなり気合が必要なレベル）
取り組んだことはない／取り組めない

◆６．現在、以下のような病態処置が必要な患者が、入院から在宅へ移行する場合の準備について、貴院での
　　　 とりくみに該当するところの□を✔でチェックしてください。

取り組んでいるがルーチン化していない（普通にできるレベル）
既に通常業務になっており、さらに向上を目指している

取り組んだことはない／取り組めない
取り組みはあるが実施は困難（かなり気合が必要なレベル）
取り組んでいるがルーチン化していない（普通にできるレベル）
既に通常業務になっており、さらに向上を目指している
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　5．創･褥瘡処置（Ⅲ度以上）
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 11 37.9% 40.7%
2 3 10.3% 11.1%
3 7 24.1% 25.9%
4 6 20.7% 22.2%

無回答または無効回答 2 6.9%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　6．疼痛のための麻薬処方を要する患者
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 10 34.5% 35.7%
2 4 13.8% 14.3%
3 6 20.7% 21.4%
4 8 27.6% 28.6%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　7．看取り
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 16 55.2% 57.1%
2 2 6.9% 7.1%
3 4 13.8% 14.3%
4 6 20.7% 21.4%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　8．癌化学療法
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 15 51.7% 53.6%
2 4 13.8% 14.3%
3 2 6.9% 7.1%
4 7 24.1% 25.0%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

◆７．貴病院では在宅医療（訪問診療）への対応は可能ですか。該当するところの□を✔でチェックしてください。
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 9 31.0% 32.1%
2 3 10.3% 10.7%
3 16 55.2% 57.1%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

対応している
対応していないが、今後検討したい
対応していない

取り組んだことはない／取り組めない
取り組みはあるが実施は困難（かなり気合が必要なレベル）

取り組んでいるがルーチン化していない（普通にできるレベル）
既に通常業務になっており、さらに向上を目指している

既に通常業務になっており、さらに向上を目指している
取り組んでいるがルーチン化していない（普通にできるレベル）

取り組んでいるがルーチン化していない（普通にできるレベル）
既に通常業務になっており、さらに向上を目指している

取り組んだことはない／取り組めない
取り組みはあるが実施は困難（かなり気合が必要なレベル）
取り組んでいるがルーチン化していない（普通にできるレベル）
既に通常業務になっており、さらに向上を目指している

取り組んだことはない／取り組めない
取り組みはあるが実施は困難（かなり気合が必要なレベル）

取り組んだことはない／取り組めない
取り組みはあるが実施は困難（かなり気合が必要なレベル）
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◆８．貴病院で訪問診療を実施した患者の実数並びに在宅で看取った患者実数についてお答えください。

　1．調査票記入時点で訪問診療中の患者数をご記入ください。
【在宅医療患者実数】

件数 ％（全体） ％（除不）
11 37.9% 55.0%
1 3.4% 5.0%
1 3.4% 5.0%
1 3.4% 5.0%
1 3.4% 5.0%
1 3.4% 5.0%
1 3.4% 5.0%
1 3.4% 5.0%
1 3.4% 5.0%
1 3.4% 5.0%
9 31.0%

29 100.0% 100.0%

【在宅医療患者のうち、がん患者数】
件数 ％（全体） ％（除不）

6 20.7% 60.0%
2 6.9% 20.0%
1 3.4% 10.0%
1 3.4% 10.0%

19 65.5%
29 100.0% 100.0%

　2．平成２３年４月～平成２４年３月の間で看取られた患者数をご記入ください。
【在宅看取り患者実数】

件数 ％（全体） ％（除不）
17 58.6% 89.5%
1 3.4% 5.3%
1 3.4% 5.3%

10 34.5%
29 100.0% 100.0%

【在宅看取り患者のうち、がん患者数】
件数 ％（全体） ％（除不）

9 31.0% 90.0%
1 3.4% 10.0%

19 65.5%
29 100.0% 100.0%

4
3
2
0

94
80

サンプル数（％ベース）
無回答または無効回答
2
1
0

50
40
13
6

在宅医療患者実数（単位：人）

サンプル数（％ベース）
無回答または無効回答

サンプル数（％ベース）
無回答または無効回答
3
2
1
0
がん患者数患者数（単位：人）

在宅看取り患者実数（単位：人）

サンプル数（％ベース）
無回答または無効回答
1
0
がん患者数患者数（単位：人）
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《連携》

No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）
0 10 34.5% 34.5%

19 65.5% 65.5%
無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　1．病院
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 8 42.1% 57.1%
2 0 0.0% 0.0%
3 6 31.6% 42.9%

無回答または無効回答 5 26.3%
サンプル数（％ベース） 19 100.0% 100.0%

　2．診療所
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 4 21.1% 28.6%
2 0 0.0% 0.0%
3 10 52.6% 71.4%

無回答または無効回答 5 26.3%
サンプル数（％ベース） 19 100.0% 100.0%

　3．歯科診療所
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 6 31.6% 46.2%
2 3 15.8% 23.1%
3 4 21.1% 30.8%

無回答または無効回答 6 31.6%
サンプル数（％ベース） 19 100.0% 100.0%

　4．訪問看護ステーション
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 4 21.1% 26.7%
2 1 5.3% 6.7%
3 10 52.6% 66.7%

無回答または無効回答 4 21.1%
サンプル数（％ベース） 19 100.0% 100.0%

　5．居宅介護支援事業所
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 4 21.1% 26.7%
2 0 0.0% 0.0%
3 11 57.9% 73.3%

無回答または無効回答 4 21.1%
サンプル数（％ベース） 19 100.0% 100.0%

０
１ヶ所

◆９．在宅医療を実施するにあたって、１～５について今まで何ヶ所くらいの事業所・施設と連携してこられ
　　　 ましたか。連携機関数の該当するところの□を✔でチェックしてください。在宅医療を提供していない
　　　 方は□0を選択してください。

１ヶ所
２ヶ所以上

在宅医療は提供しないので該当しない

０

０
１ヶ所
２ヶ所以上

０

２ヶ所以上

０
１ヶ所
２ヶ所以上

１ヶ所
２ヶ所以上

上記以外
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　1．病院
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 4 13.8% 16.0%
2 6 20.7% 24.0%
3 11 37.9% 44.0%
4 4 13.8% 16.0%

無回答または無効回答 4 13.8%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　2．診療所
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 4 13.8% 14.8%
2 6 20.7% 22.2%
3 12 41.4% 44.4%
4 5 17.2% 18.5%

無回答または無効回答 2 6.9%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　3．歯科診療所
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 3 10.3% 11.5%
2 5 17.2% 19.2%
3 13 44.8% 50.0%
4 5 17.2% 19.2%

無回答または無効回答 3 10.3%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　4．訪問看護ステーション
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 4 13.8% 15.4%
2 6 20.7% 23.1%
3 11 37.9% 42.3%
4 5 17.2% 19.2%

無回答または無効回答 3 10.3%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

◆１０．以下の機関と連携をさらに強化するとき、困難を感じますか。該当するところの□を✔でチェックしてください。

感じない

感じる
あまり感じない
感じない

とても感じる
感じる
あまり感じない

とても感じる
感じる
あまり感じない
感じない

とても感じる

感じない

感じる
あまり感じない

とても感じる
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　5．地域包括支援センター
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 5 17.2% 20.0%
2 5 17.2% 20.0%
3 10 34.5% 40.0%
4 5 17.2% 20.0%

無回答または無効回答 4 13.8%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　6．居宅介護支援事業所
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 3 10.3% 12.0%
2 6 20.7% 24.0%
3 10 34.5% 40.0%
4 6 20.7% 24.0%

無回答または無効回答 4 13.8%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　7．保健所・保健センター
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 5 17.2% 19.2%
2 3 10.3% 11.5%
3 14 48.3% 53.8%
4 4 13.8% 15.4%

無回答または無効回答 3 10.3%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　8．福祉事務所
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 5 17.2% 19.2%
2 4 13.8% 15.4%
3 11 37.9% 42.3%
4 6 20.7% 23.1%

無回答または無効回答 3 10.3%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　9．その他
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 2 6.9% 28.6%
2 1 3.4% 14.3%
3 4 13.8% 57.1%
4 0 0.0% 0.0%

無回答または無効回答 22 75.9%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

≪その他≫
　・記入なし

とても感じる
感じる
あまり感じない
感じない

感じない

とても感じる

感じない

とても感じる
感じる
あまり感じない
感じない

感じる
あまり感じない

とても感じる
感じる
あまり感じない
感じない

とても感じる
感じる
あまり感じない
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《かかりつけ医》
◆１１．かかりつけ医を持つことは住民の中に広がっていると思われますか。
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 18 62.1% 62.1%
2 11 37.9% 37.9%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　1．諸臓器の総合的な診療を提供する
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 12 41.4% 41.4%
2 15 51.7% 51.7%
3 1 3.4% 3.4%
4 1 3.4% 3.4%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　2．患者の社会･経済的側面を評価し、対応できる
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 8 27.6% 27.6%
2 20 69.0% 69.0%
3 1 3.4% 3.4%
4 0 0.0% 0.0%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　3．患者の心理面を評価し対応できる
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 10 34.5% 34.5%
2 19 65.5% 65.5%
3 0 0.0% 0.0%
4 0 0.0% 0.0%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　4．健康増進のための評価や対応ができる
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 8 27.6% 27.6%
2 20 69.0% 69.0%
3 1 3.4% 3.4%
4 0 0.0% 0.0%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　5．疾病予防のための評価や対応ができる
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 8 27.6% 28.6%
2 19 65.5% 67.9%
3 1 3.4% 3.6%
4 0 0.0% 0.0%

無回答または無効回答 1 3.4%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

◆１２．かかりつけ医が果たすべき役割として、以下のようなことがらについてご自身のお考えをお聞かせ
　　　　　下さい。 該当するところの□を✔でチェックしてください。

必要ではない

必要
あまり必要ではない

必要
あまり必要ではない
必要ではない

是非必要
必要
あまり必要ではない

必要ではない

是非必要

必要
あまり必要ではない
必要ではない

是非必要
必要
あまり必要ではない
必要ではない

是非必要

是非必要

思う
思わない
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　6．患者の病状に応じた適切な専門医療機関を紹介できる
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 22 75.9% 75.9%
2 7 24.1% 24.1%
3 0 0.0% 0.0%
4 0 0.0% 0.0%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　7．紹介した患者の入院中の診療を支援できる
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 5 17.2% 17.2%
2 10 34.5% 34.5%
3 13 44.8% 44.8%
4 1 3.4% 3.4%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　8．退院調整カンファレンスに求めがあれば出て行く
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 4 13.8% 13.8%
2 16 55.2% 55.2%
3 9 31.0% 31.0%
4 0 0.0% 0.0%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　9．介護保険のケアプラン作成における医学的アドバイスができる
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 7 24.1% 24.1%
2 18 62.1% 62.1%
3 3 10.3% 10.3%
4 1 3.4% 3.4%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

　10．継続して診療を提供している患者の時間外の病状悪化に電話等で相談に応じる
No. カテゴリ 件数 ％（全体） ％（除不）

1 7 24.1% 24.1%
2 18 62.1% 62.1%
3 4 13.8% 13.8%
4 0 0.0% 0.0%

無回答または無効回答 0 0.0%
サンプル数（％ベース） 29 100.0% 100.0%

必要
あまり必要ではない
必要ではない

必要ではない

是非必要
必要
あまり必要ではない
必要ではない

是非必要

必要
あまり必要ではない

是非必要
必要
あまり必要ではない

必要
あまり必要ではない
必要ではない

是非必要

必要ではない

是非必要
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◆在宅医療について日ごろ気を付けていることや今後の課題等意見をご記入ください。

・

・

・

・

・

・

・ １人で行う、老々介護の精神的、肉体的負担の軽減のシステム構築

病院管理者なので、個人的には在宅医療にかかわれないが、その推進はぜひ必要不可欠と考えており、サ
ポート体制を敷く必要がある。医師については、在宅医療への関心がマチマチでその啓もうが実用と感じてい
る。

現在のところ個人開業医は現在の収入が維持出来るならば、あえて在宅医療には参入したくないというのが本
音のようですが、若干の新規開業医はかなり前向きのようです。

医師不足

在宅医療を受ける患者の家族の支援を得ることが出来るか否かで決定される

今後同居家族が少なくなる家族関係下で、ADL低下した患者の在宅医療は困難（希望は少なくなっている）。
在宅で死を望む人は１割以下（当院年間２００人の死亡者のうち、在宅を望んだ人はほとんどない。家庭埋葬）

当院は精神科専門病院、在宅のイメージがアンケートの内容と異なってくる


